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　わ が国は ， 避妊の 選択肢がも っ とも少ない国で ある ．男性依存の コ ン ドー
ム ー辺倒で あ

っ て ，世界で広く使われて いる薬剤付加 IUD は認可 されて い な い．ビルで さ え中用量 ・

高用蚩のものを転用 して いる 悲惨な現状にある （表 1）．

　　　　　　　（Pt　1 ）日本と世界の 避妊法
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（1 。避妊法の理想条件〕

　避妊法の理想条件とは ，   避妊効果が確実 ，   簡単に使える ，   セ ックス のム
ー

ドを壊

さす，さらに性感を損なわない，  贇用が安い，◎副作用がな く，妊娠 しても胎児に悪影

響を及ぱさない ，   女性 の意志だけで実行できる ， などが挙 げられる e

（1 。避 妊魏果〕

　避妊の 失敗率とは，GOO人の 女 li生が
YI
年閤 ， ある避妊法を使用 し続けた場合に 発生 する

妊娠の数をいう （表 2）．

（叢 2 ）各種避妊法便用開始 1年間の 失敗率
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：左 記の避蛙 法 を使罵 し た一般的 カッ ブル が 1年閤に

　 望 まない 妊 娠をする璽
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ラテ ッ クスゴムで作ら れた袋 を男性の勃起 したペニスにかぶせて性交 し ， 射精された精
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液をすべて この袋の中に閉じ込めてしまおうというのがコ ン トームで ある

ン ドー
ムの使い方につ い て ， 懇切丁 寧な指導法を例示 して いる （図 1）．
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昨年来， わ が国でも女性屠コン ドームの 臨床試験が行われて きた　これは，1989年，

テンマーク人の医師グレテルセンにより考寨された腟内に挿入す る袋状の艾性用避妊具で

ある．あくまでも 女性の意志で実行で きる こ と ， STD 予防に役立つ こ となとか ら ， 今後

注目を集める避妊具 である　素材は，人工膀胱と同様 のポ1丿ウレタン である （図 2）
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　わ が国の IUD には，太田リング，優生リング，カヤクループ，　 FD − 1の 4種があるが ，

い すれ も非薬剤付加 1UD である．こ こ で は ， 早期認可が待たれる鋼付加 IUD につ いて述

べたい．

〔1。鋼付加 iUDの避妊効果）

　銅付加 1UD は，本体の大きさも従来のものに比べて明らか に小さ い に もか かわ ら す，

避妊効果は10倍 以上，中止率は低く，継続率は高い とい う，理想的な 1UD を実現させ る

ことになっ た （表 3）．

〔∬．銅付加 IUD の作用機序）

　そ れ を可能に したの が銅という重

金属 を付加す るこ とによ っ て で あ

る．1969年に Zi【）Der 　et 　 al．は ， さ

まざまな金属 を動物の子筥に挿入し

て実験を行っ た 結果 ， 鋼 にも っ とも

避妊効果が高 いことを発見 した．従

来 の iUD と同様 ， 受 精卵 の 着床 阻

害に加えて ， 鋼イオンは精子の移送

阻害， 精子と 卵子の 受精を阻害する

作用があり ， 避妊効果を高めて いる．

紐 、銅 が人体 に及 ぼす影響）

蠶…
蹲
織

（表 3 ）銅付加 IUDと他 の 1UD との 比較
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　  鋼は璽金属で ある と はいえ ， 人間に と っ て は勘須微釁元素と し て重要でめ ること， 

銅が不足すると，貧血や代謝障害を引き起こす危険 …笠がある こ と．◎銅は子営腔という周

所 に存在し ， 血清銅 の恒 に影響 を及 ぼす ことはな いことが明 らかとなっ て いる ，しか

も，28日の周期で子寫内膜は剥離し ， その 度ごとに鋼の 影響力を失うこ と になる こ とか ら，

安全性 を云々する問題 こはな らない ．しかも．世界で は鋼付加 iUD の使用経験 は すで に

25年にわたり ， 想像を絶つる数の入体実験の結果を得ている も ので ある．避妊後進国日本

が，この機に及んで安全性を議論す る余地はない ．

（嬋。銅付加 iUDの 使用法 （図 3）〕

鑽
』

　

ノ
ξ

　
　
　

・

汐
房

轡 驚黐 〆

15
L

（図 3）銅付力田 UD の 挿入方法 お よ び 除去方法
1

　ピルとは，卵胞ホルモンと黄体ホルモンとい う 2種類のホルモン剤で構成され た配合剤

で ある。1960年に米国食品医薬品局 （FDA ）によっ て 初めてピ ルが認可されて 以来36年．

1川IIIIIlIIII　I　I　IlHLII 川川IIIII　I　IIIIHEHHIIIIII ．lI川IIIIII．1：I　IIIIIIIII1 ／IIIII　I　IIIIIIIIIIIIIIIIlIrIIIIIIIII 　IFIII　I　IIIIIII　III．IIlI 川IIIIII ．1匚III　I　IIIIII川 IIIII 　II1匣I　IIIIIIII 　I」」II　IIIIIIII　IIIII　I　IIII 川．IIIIII

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

N −168 LI産＃帚召．と、48巻 9　レ｝

この間 ， 厳しい研究が繰り返され ， 避妊効果を 高め ， 副作用の 少ない ピルの開発が計ら れ

てきた。

〔1．ピルの種類〕

　卵胞ホルモ ン と黄体ホル モ ン の合剤で あ る ピル iこは ， 内服する21Eヨ間を一相性， 二 相性 ，

三相性 に分けて ， そ れぞれ卵胞ホルモ ンと黄体ホルモンの混合 比の 異なる 鍵剤を服用さ せ

る 方法 が工夫されて いる．

〔H。ビルの避妊機簓 （図 4）〕

　ピルの持つ 多様な避妊機序が ， 避妊効果を高めている ことは前述した．ピル を連日内服

する と，排卵期に認められ る LH と FSH の 分泌を抑制 し排卵が抑制されるこ とはよく知

られて いる．また，ピルの中のブロゲストーゲンの影響により，子宮内膜は増殖期 から分

泌期へ と移行する も のの，非定型的な分泌像を来すため受精卵の着床が阻害される．また ，

子宮頚管にプロゲス トーゲ ンが作用 し ， 子富頚管粘液分泌量の 減少 ， 牽糸1生や羊歯状結晶

の変化がみられな くなり，精子の進入が阻止 され受精が困難になる．さ らに，卵管分泌液

や卵管の運動 にも障害を受け妊孕性が低 トする E

　性交後の 避妊とは避妊せ すに性交 した場合 に緊急避難 として 行う妊娠防止法で ある．

〔Ie ホルモ ン翔を使嗣 した性交後避妊）

　薬剤を用 い た 性交後避妊と し て は Youzpe 法が広く 用 い ら れ て い る．これ は ethinyl

estradlO ト0．05　mg と riOr8e 就 ［
・el　O．5m8 を，11生交後ア2時閻以内に 2錠投与 し，その！2時

間後 に同量投答するとい う方法であ る，失敗率はi．4％。こ の投 与条件を満た す薬剤と し

て は ， わが国に ドZ ルトン とプラ ノバールがある ．

〔皿．性交後避妊の遯妊機序〕

　性交後72時間以内に ， 上記用量のピルを ， 排卵前に投与する と ， 血中 LH の ピー
ク が有

惷に低下 し ， 遅延排卵 ， 無排卵 ， 黄体期の短縮が起こる ことがわ かっ てい る．また ， 排卵

後の投与では，血中工ス トラジオー丿レまたはプロゲステロ ンの瀁度が低下 し ， 子宮内膜の

発育異常の結果 ， 黄体機能不全とな り妊娠が成立し な い．ただ ， ホル モン剤を使っ ての 性

交後避妊の副作用として は，悪心 ，嘔吐，不正性器出血，乳房緊満，頭痛などが認められ

る ．いすれにせ よ ， このような薬物を投与する条件 として は ， 妊娠を継続する意志がな い

こ とを ク ライア ン トに確認する こと を忘れ す ， イ ン フ ォ
ー

ム ド ・
コ ンセン トを十分に行 う

必要がある。

　わが国の女牲が，望まない妊娠を回避でき るよう，低用量 ピル や銅付 力DlUDな ど，世

界で広く使用されている近代的避妊法が速や かに認可される ことを期待して いる．
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